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新任式、
夏休み明け集会、

田沢湖駅伝・県秋季水泳大会壮行式を
行いました。

前期後半が始まった今日、Ｓ．先生
の新任式を行いました。Ｓ．先生は、
出産のためお休みに入っているＴ．先
生の後任としておいでいただきまし
た。担当教科は国語、学年部の所属は
２年部ということになります。部活動
の担当は、先生自身が競技経験のある
バレーボール部の部長としてお世話に
なります。また、Ｓ．先生は、角館中
学校の卒業生で、先輩としての視点も
生かしながら、指導にあたっていただ
くことになるかと思います。
Ｓ．先生よろしくお願いいたします。

新任式に引き続き、夏休み前集会が
行われました。集会ではＴ．さん、Ｃ．
さんから「仙北市子どもサミット」の
報告があり、続いて「仙北市・富士河
口湖町子ども交流事業」の報告がＳ．
さんと、Ｈ．さんからありました。2
人の感想は別に記載してあります。
また、各学年を代表して、１年Ｃ組

Ｋ．さん、２年Ｂ組Ｍ．さん、３年Ｂ
組Ｓ．さんがから、夏休みの振り返り
と今後の抱負についての発表がありま
した。
前期後半の登校日は３１日間と前半

の５４日に比べて少なく、田沢湖駅伝、
角館のお祭り、新人総体、合唱コンク
ール、すずかけ祭と大きな行事が続き

ます。授業を大切にしながら、短期決
戦の前期後半を充実したものにしてい
きたいと思います。

■富士河口湖町子ども交流事業に参加して

３年Ｂ組 Ｓ．さん
今回の仙北市・富士河口湖町子ども

交流事業に参加してみて、クニマスが
田沢湖へ里帰りできるような取り組み
にこれからも参加していくようにした
いです。クニマスが田沢湖を泳げるよ
うになるというのは、今ではまだ難し
いですが、私たちはそれを実現できる
ようにする心構えや行いが大切だと思
いました。

３年Ｃ組 Ｈ．さん
今回、富士川口湖へ行き、クニマス

を増やすために取り組んでいることが
分かりました。これを受けて、少しで
も早くクニマスが仙北市に帰って来ら
れるように、私たちにできることをや
ってみようと思いました。富士河口湖
町の方々も、クニマスの里帰りを楽し
みにしていたので、期待に応えられる
ように頑張りたいです。

■全国中学校柔道大会に参加して

３年Ｄ組 Ｋ．さん
全国大会では一回戦で力及ばず、負

けてしまい、全国というもののレベル
の高さを痛感しました。
でも、このような経験ができたこと

は今後の人生においてもプラスになる
と思います。そして、全国に出場でき
るまでに自分を成長させていただいた
先生をはじめ、たくさんの人に感謝し
ています。今後は新たな目標に向かっ
て頑張っていきたいと思います。



おめでとう！
夏休み中の生徒の活躍を紹介します。

■７月２２日
秋田県通信陸上競技大会 男子共通

四種第８位入賞(1789点) Ｋ．さん

■７月２８日
大仙オープン市民卓球大会
中学２年男子の部 準優勝 Ｔ．さん

■７月２８日
第５回市町村対抗駅伝ふるさとあき

たラン！選手選考会 候補選手決定
Ａ．さん Ｋ．さん Ｓ．さん

■７月２９日
第７回ＳＤＪカップ 第３位
バレーボール部

■８月４日
大曲仙北中学校バスケットボールサ

マーリーグ
優勝 女子バスケットボール部

■８月２０日
わたしの主張2018(第40回少年の

主張秋田県大会 入選
Ｋ．さん「自分の目指す姿を追って」

恵文高級中学を
訪問してきました

夏休み中の８月９日から１１日にか
けて、熊谷教育長さん、国際交流推進
室の吉田さん、本校のＴ．先生と台湾
を訪問し、恵文高級中学の王校長先生
はじめ、８名の先生方の歓迎を受けて
姉妹校提携の事前の打ち合わせをして
きました。１２月５日に恵文高級中学
の修学旅行隊が仙北市来る際に本校を
訪問して交流活動を行い、姉妹校協定
締結の調印を行うことになりました。
台湾訪問のようすはいずれまたお知ら
せします。

Pay-Chag Wang(王沛清)校長の歓迎の
スピーチから
今回の、仙北市教育長、角館中学校

長、Ｔ．先生、Ｙ．氏の本校訪問を大
歓迎いたします。本校の生徒を角館中
学校との交流活動として受け入れてい
ただいたことに感謝します。本校の生
徒と貴校の生徒が総合的な文化交流に
よって、互いに学ぶことは大変価値の
あることだと考えます。本校では中学
２年生から第二外国語の学習を始めて
います。日本語を選択する生徒が大変

多く、日本文化に接して交流する機会
を大切にしたいと思います。自国で外
国語を学ぶのではなく、外国でその国
について学ぶことが重要だと考えてい
ます。テストのための学習ではなく、
文化交流のための学習にしたいと思っ
ています。その意味で文化交流が大事
であり、改めて歓迎の意を表します。
部活動ではサッカーの全国優勝をは

じめ、カヌー部、オーケストラ部で優
秀な成績を収めています。ドイツ語と
フランス語では各国政府認定の語学検
定で公認を得ており、留学の際の奨学
金貸与や学費免除の対象になっていま
す。
Ｑ(田口)「校長先生が、学校経営上大
切にしていることは何ですか？」

Ａ(王校長)「子供にチャンスを与える
ことを大切にしています。そして、
子供が学校を好きになること、先生
方も学校が好きで学校が楽しいと感
じることが大事だと考えています。」

田口が恵文高級中学訪問の際にお伝え
した事項
１ 姉妹校提携について
(1)１２月５日に貴校の修学旅行隊
が本校を訪問される際に、姉妹校
提携の協定を結びたい。

(2)提携の内容については、生徒の
相互訪問と交流活動(テーマは「地
域文化」「伝統文化」等、相互の
文化交流を想定している。)

(3)今後は、web 交流をスタートし
て、自校や居住地域の情報交流を
進めていきたい。

２ １２月５日の交流内容について
ア)交流集会
イ)授業参加
ウ)２年生と合同でわらび劇場での
観劇を行い感想や意見交換を行う
交流活動

エ)武家屋敷通りをフィールドにし
た、地域文化体験

以上を考えている。


